
生活環境文化部　富山県美術館

担当：美術品収蔵について：八木、渡辺　広報：
川浦
電話：076-431-2711

令和 5年 3月 24 日　　

富山県美術館令和 5年度展覧会スケジュー
ルおよび令和 4年度新収蔵美術品について

富山県美術館にて、令和 5年度に開催される展覧会のスケジュールをご案内します。
また、新たに取得した収蔵美術品をお知らせします。

 

1.令和 5年度　展覧会スケジュール

富山県美術館では、来る令和 5年度の展覧会を別紙のスケジュールで開催します。

展覧会年間スケジュール（パンフレット）は、県内の主な文化施設や教育機関に配布します。
また、富山県美術館ホームページにも同様の内容を掲載します。

資料 1.　展覧会年間スケジュール（パンフレット）（PDF：4,796KB）（別ウィンドウで開きま
す）

 

2.令和 4年度取得の新収蔵美術作品

令和 4年度は、美術品の購入と受贈により 13 件の作品を取得しました。これらの作品は、コ
レクション展や、当館で開催する各種企画展で活用してまいります。

資料 2. 令和 4年度取得美術品について（詳細・図版）（PDF：1,040KB）（別ウィンドウで開
きます）
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令和 5年 3月 24日 

令和 4年度取得美術品について 

富山県美術館   

 

令和 4 年度は、美術品の購入と受贈により作品を取得しました。これらの作品は、コレク

ション展や、当館で開催する各種企画展で活用してまいります。 

 

１．美術品の購入 

№ 作家名 生没年 作品名 

１ 五島
ご と う

 健三
け ん そ

 1886-1946 
板絵・スケッチ一式 

（板絵 1点、スケッチ 10点） 

２ 杉戸
す ぎ と

 洋
ひろし

 1970- the pedals 

３ 関根
せ き ね

 直子
な お こ

 1977- Mirror Drawing - Inner Color 

４ 田村
た む ら

 友
ゆ う

一郎
いちろう

 1977- 十戒 

５ 蜷川
にながわ

 実
み

花
か

 1972- 花、瞬く光  

６  〃  〃  〃 

計 ６件  

   上記、№２～６は、富山県内在住の個人の方からのご寄附を活用し作品購入しました。

寄附者のご意向を踏まえて、日本の若手・中堅作家（30代～50代）の作品から選出して

います。 

 

 

２．美術品の受贈 

   作家名 生年 作品名 寄附者 

１ 木下
きのした

 晋
すすむ

 1947- ある運命 瀧花 喜代司氏 

２  〃  〃 √３＝ナルシス  〃 

３  〃  〃 102年の闘争Ⅲ  〃 

４  〃  〃 103年の闘争Ⅱ  〃 

５ 杉戸
す ぎ と

 洋
ひろし

 1970- thunder bird 杉戸 洋氏 

６ 田村
た む ら

 友
ゆ う

一郎
いちろう

 1977- 瀧壺 田村 友一郎氏 

７ 蜷川
にながわ

 実
み

花
か

 1972- Self-image 蜷川 実花氏 

計 ７件  

 

※作家名 50音順。※各作品の詳細は、別紙のとおり 
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（別紙） 

 

１．購入 

 

１ 

   
 

五島 健三 

 

板絵・スケッチ一式 

（板絵 1点、スケッチ 10点） 

 

 

＊収蔵作家 

２ 

 

 

杉戸 洋 

 

《the pedals》 2014年 

 

絵画 

サイズ：H200.7㎝×W365.8㎝ 

材質・技法：キャンバス・アクリル絵具、

顔料 

 

＊当館 2018（H30年）「三沢厚彦展」招待作

家 

３ 

 

 

関根 直子 

 

《Mirror Drawing-Inner Color》 

2022年 

 

絵画 

サイズ：H182.4㎝×W315.9㎝ 

材質・技法：パネル・鉛筆、ガッシュ 

 

＊当館(近代美術館)2009（H21）年グループ

展招待作家 

４ 
 

 

 

田村 友一郎 

 

《十戒》 2019年 

 

ミクストメディア 

（映像「十戒 」(12分 59秒, カラー, HD）、

映像「ハラダのメガネ 」（5分 26秒, カラ

ー, HD）、写真 12点を収めた額 2枚（各 65

×116.5cm）、台本） 

 

＊当館 2019（H31）年グループ展招待・出

品作品 
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５ 

 
蜷川 実花 

 

《花、瞬く光》 2021年 

 

写真 

サイズ：H145.6 ㎝×W97㎝ 

材質・技法：フォトアクリル・Cプリント 

 

＊当館 2022（R4）年企画展開催・出品作品 

６ 

 
蜷川 実花 

 

《花、瞬く光》 2021年 

 

写真 

サイズ：H145.6 ㎝×W97㎝ 

材質・技法：フォトアクリル・Cプリント 

 

＊当館 2022（R4）年企画展開催・出品作品 

 

・五島健三（ごとう けんそ・1886 富山県生まれ～1946）は、東京美術学校西洋画科を卒業後、

第 1回文部省美術展覧会（文展）に富山県で初めて入選するなど、富山県の近代洋画史を語る

上で欠かせない画家である。当館では初期の油彩 2点をすでに所蔵しているが、経歴など不明

なことも多く、現存する作品は少なく資料も貴重である。今回は、板絵、スケッチ類を購入す

ることで、油絵制作過程をたどることができ、近代洋画の調査に役立てることができる。 

 

・杉戸洋（すぎと ひろし・1970 年愛知県生まれ）の《the pedals》は、杉戸の初期絵画作品の

モチーフの舞台とカーテンをイメージさせる空間に、題名にもあるピアノのペダルが小さく描

かれている。シンプルな要素を繊細な色彩で満たした杉戸の特徴が際立った作品である。 

 

・関根直子（せきね なおこ・1977 年東京都生まれ）の《Mirror Drawing-Inner Color》は、白

く平坦な紙に彩色し、その上に鉛筆で線を幾重にも描き、そのストロークの蓄積によって画面

が鏡面のように輝いている。没入感を感じさせる画面からは、絵画の可能性を探求する画家の

姿勢がみられる。 

 

・田村友一郎（たむら ゆういちろう・1977年富山県生まれ）の《十戒》は、2019 年に当館で開

催した「わたしはどこにいる？道標をめぐるアートとデザイン」展の出品作である。当館のシ

モン・ゴールドベルク＆山根美代子コレクションから主題を得て、そのコレクションのリサー

チを作品化するとともに、派生した創作落語も作品の要素としている。現実と虚構の入り混じ

った世界を、映像やオブジェの組み合わせ（インスタレーション）で表現している。 

 

・蜷川実花（にながわ みか・1972 年東京都生まれ）の《花、瞬く光》（2点とも同じ題名）は、

2022年に開催した「富山県美術館開館 5周年記念 蜷川実花展」の出品作である。砺波市のチ

ューリップ四季彩館で撮影したチューリップや、栃木県で撮影した藤の花は、鮮やかな色彩と

独特な構図が特徴的であり、2021 年のコロナ禍であった時期の作品だからこそ、一瞬のきらめ

きや生命力を強く感じさせる。 
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 ２．美術品の受贈 

 

１ 

 

木下晋 

 

《ある運命》 1967年  

 

絵画 

材質・技法：キャンバス・油絵具  

サイズ：H130.0×W190.0cm 

 

＊収蔵作家 

＊当館(近代美術館)2001（H13）年グループ

展招待 

２ 

 

木下晋 

 

《√３＝ナルシス》 1969年  

 

絵画 

材質・技法：キャンバス・油絵具 

サイズ：H194.0×W130.0cm 

３ 

 

木下晋 

 

《102年の闘争Ⅲ》 2002 年 

 

絵画 

材質・技法：ケント紙・鉛筆  

サイズ：H100.0×W190.0cm 

４ 

 

 

木下晋 

 

《103年の闘争Ⅱ》 2003 年 

 

絵画 

材質・技法：ケント紙・鉛筆  

サイズ：H100.0×W190.0cm 
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５ 

 

杉戸 洋 

《thunder bird》 2018年 

 

絵画 

サイズ：H24.5×WH33.4㎝ 

材質・技法：キャンバス・油絵具、グリッ

ター 

 

＊当館 2018（H30年）「三沢厚彦展」出品作 

６ 

 

田村 友一郎《瀧壺》 2022年 

 

立体 

サイズ：H18.8×W13.9×5.0㎝ 

材質：ブロンズ 

 

＊当館(近代美術館)2016（H28）年グループ

展出品のインスタレーションの一部の再構

成 

７ 

 

蜷川 実花《Self-image》 2013年 

 

写真 

サイズ：H200.0×W133.0㎝ 

材質・技法：紙・Cプリント 

 

 

＊当館 2022（R4）年企画展開催・出品作品 

 

・木下晋（きのした すすむ・1947 年富山県生まれ）の《ある運命》と《√３＝ナルシス》は、

画業 50 年以上にもわたる作家の初期の油彩作品で、サイズも大きく、見所のある作品である。

《102 年の闘争Ⅲ》と《103 年の闘争Ⅱ》は、木下の代表作である、鉛筆で 瞽女
ご ぜ

の小林ハル氏

をモデルにし、目の部分をクローズアップして描いたシリーズである。 

 

・杉戸洋（すぎと ひろし・1970 年愛知県生まれ）の《thunder bird》は、2018 年の「三沢厚彦 ANIMALS 

IN TOYAMA」展にて、コラボレーションの一環として制作・展示された作品である。立山町にあ

るコンビニエンスストアの「立山サンダーバード」を主題とした、富山県ゆかりの作品である。 

 

・田村友一郎（たむら ゆういちろう・1977 年富山県生まれ）の《瀧壺》は、2016 年、富山県立

近代美術館が閉館するときの最後の企画展「MOVING！ミュージアムが「動く」」の出品作の再構

成である。田村が高校生の頃熱中した藤子不二雄Ⓐ氏の自伝的漫画『まんが道』の書籍本体を

鋳造した作品。書籍の中の青春群像と自分の未来を重ねるかのように作品化したものである。 

 

・蜷川実花（にながわ みか・1972 年東京都生まれ）の《Self-image》は、2022年に開催した「富

山県美術館開館 5周年記念 蜷川実花展」の出品作である。希少性の極めて高い大型のプリント

であり、購入作品の色鮮やかさと対照的なモノクロ写真で、憂いや悲しみの感情がみてとれる

蜷川のポートレイトである。 
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